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活性酸 素 に よる細胞致死 を抑制する微生物由来糖脂質に つ い て

（メ ル シ ャ ン ・中研、
’

広大 ・生物生産）○松藤素子 、

仲田邦穂 、 吉本 明弘
申

【目的墨活性酸素な ど に よ る傷害か ら生体を保護する 物質と して 、 ビタ ミ ン C 、 E、

ポ リフ ェ ノ
ー

ル類等 が知 られ て い るが 、重要 な生体 成分の
一

つ で あ る糖脂質 に注 目し

探索 した結果 、バ クテ リア が生産する糖脂質に酸素致死傷 害 に対す る保護効果 を見い

だ し、そ の作用 を解析 した 。

【方法結果】土壌か ら分離 した エ タ ノ
ー

ル 資化性繭培養液の 溶媒抽出物 を TLC 分析

し、 オル シ ノ
ー

ル 試薬 に陽性 の 糖脂質画分 に つ い て探索 した n 酸素傷害に対する 保護

作用 は 、 Bacilfus　subtilis にラ ジ カ ル 発生斉鳴 er 乙
一butylhydroperoxide （亡

・BHP ）を添加

し、細胞致死作用 に対する抑制効果 をWST −1 法で測定 した。お よそ 350 種の 糖脂質

につ い て 探索 した結果、 Microbacterium 　sp ．と同定 した H315 菌株が 生産す る 1糖脂

質成分が、 1　 mM 　t’BHP に 対 して 約 0．5 皿 M 以上 で 致死 を抑制する活性 を見 い だ し

た 。 大量培養 し 、 CHCI3 ／MeOH 混液で 抽 出 し 、 シ リカゲ ル ク ロ マ トグ ラフ ィ
ーで 精製

して 精製糖脂質標 品 を得た 。 NMR ，マ ス ス ペ ク トル の 分析の 結果 、 本物質はモ ノ ガ ラ

ク トシ ル ジ グ リセ リ ドで ある こ とが わ か っ た 。
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【目的 】 small 　heat　shock 　protein（sHSP ）は動物細胞や 植物の み な らず、原 核細 胞

で も存 在す る熱シ ョ ッ クタ ン パ ク質で ある 。 当研 究室で も 、 大腸菌細胞 を用 い

て 、 熱 損傷 後 の 修 復過 程中で 特異 的に 誘 導合 成 され 、 沈 降性 を示 す 15kDa 熱

シ ョ ッ ク タ ン パ ク質 CI47 とG13 ．5が存在 し、 こ れ ら の タ ンパ ク質 は N 末端ア ミ

ノ 酸配 列 分 析の 結 果か ら、 封 入 体 結合 タ ン パ ク 質 lbpAB で ある こ とがわ か っ

た 。 し か し 、細 胞 内に お け る lbpAB の 役割 につ い て は あま り解 明 され て い な

い 。 そ こ で 、 本研 究で は 、 ihpAB 大 量 発 現 株 を 用 い て 、 大 腸菌 細 胞 に お け る

lbpAB の 役割に つ い て 検討 した 。

【方 法 と結 果 】供 試 菌 に ibpAB 大量発現 株 を用 い 、 ア ミ ノ 酸 を含む M9 培地で 培

養 した 細胞 を加熱 処理 した 。 細胞内 タ ン パ ク質の 挙動を に検 討 した とこ ろ 、 加

熱温度の 上 昇 、 お よび 50QC で の 加 熱時間 と とも に凝集量 は 増加する が、 大量発
現 株 で は 野 生株に比 べ て 抑制 され た 。 また 、 50℃ で の 細 胞の 耐熱性 に つ い て検

討 した とこ ろ、 ihpAB 大量 発現株の 方 が 野生株 に比 べ て 耐熱性が高か っ た 。 こ れ

らの こ とか ら、 IbpAB が細 胞 内タ ン パ ク質の 熱 失活の 防止 や凝 集抑制 に 関わ る

シ ャ ペ ロ ン の 役 割 を し 、細 胞の 熱 耐性 に 関 与 して い る もの と考え られ た 。 現

在 、’伽 且 B 破壊株 を取 得 したの で 、 熱 をは じめとするス トレス の 解析 を検討す

る予 定 で あ る 。
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